
屋久島生態系モニタリング 世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ
れ

て
い
る
屋
久
島
に
お
い
て

、
科

学
的
な
知
見
を
踏
ま
え
た
よ
り

適
切
な
保
全
管
理
を
実
現
す
る

た
め

、
九
州
森
林
管
理
局

、
九

州
地
方
環
境
事
務
所

、
鹿
児
島

県

、
鹿
児
島
県
教
育
委
員
会
及

び
屋
久
島
町
は
共
同
で

、
屋
久

島
世
界
遺
産
地
域
科
学
委
員
会

を
設
置
す
る
こ
と
と
し

、
平
成

二
一
年
六
月
二
八
日
に
第
一
回

委
員
会

を

開

催

し

ま

す

。
ま

た

、
同
委
員
会
の
設
置
を
記
念

し

、
前
日
の
二
七
日
に
は

、
屋

久
島
町
安
房
総
合
セ
ン
タ
ー

に

お
い
て

、

「
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム

～

屋
久
島
の
価
値
と
科
学
の
役

割
～

」
を
開
催
し
ま
す

。

シ

ャ

ク

ナ

ゲ

パ

ト

ロ

ー

ル

の

実

施

屋
久
島
山
岳
部
で
は
五
月
末

か
ら
六
月
の
上
旬
に
か
け
て
美

し
い
ヤ
ク
シ
マ
シ

ャ
ク
ナ
ゲ
が

見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
森
林
管
理

署
と
森
林
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

で
は
こ
の
期
間
パ
ト
ロ
ー

ル
を

行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

。

今
年
は
昨
年
に
比
べ

、
シ

ャ

ク
ナ
ゲ
の
開
花
は
少
な
く

、
寂

し
い
状
況
に
は
あ
り
ま
す
が

、

そ
れ
で
も
登
山
者
へ
一
時
の
安

アオツリバナ
（にしきぎ科）

科

学

委

員

会

の

設

置

と

研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
を
開
催

屋久島の植物

「
研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
～

屋
久
島
の
価
値
と
科
学
の
役
割
～

」

宮
崎
県

、
霧
島
山

、
屋
久
島

に
分
布
す
る
落
葉
低
木

。
屋
久

島
で
は

、
岩
壁
や
他
の
樹
木
に

着

生

し

て

い

る

。
幹

は

緑

色

で

、
六
月
頃
か
ら
柄
の
あ
る
黒

紫

色

の

花

を

下

向

き

に

つ

け

る

。
葉
は
対
生
で

、
秋
に
紅
葉

し
美
し
い

。

花
期
は
六
～

七
月

屋久島北部植生垂直分布調査
（平成１７年度調査）

北部は、他域よりも冬季の温度が低いため、暖温
帯林を構成する樹種の中では、寒冷な地域を好むイ
スノキが海岸林から出現している。また、宮之浦川
沿いには、高標高の寒冷な地域に出現する天然性
のスギやツガが、標高２６０ｍ付近から出現してい
る。

・北部地域の特徴

研
究
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は

、
屋
久

島
の
世
界
遺
産
登
録
に
先
立
ち

策
定
さ
れ
た

「
屋
久
島
環
境
文

化
村
構
想

」
や

「
屋
久
島
憲

章

」
に
お
い
て
目
指
さ
れ
て
い

る

「
自
然
と
共
生
す
る
島
づ
く

り

」
の
た
め

、
科
学
が
ど
の
よ

う
な
役
割
を
担
う
の
か

、
ま
た

科
学
と
の
連
携
を
深
め
る
た
め

に
何
が
必
要
な
の
か
に
つ
い

て

、

「
科
学
委
員
会

」
の
設
置

の
趣
旨
や
目
的
の
紹
介
を
行
い

な
が
ら

、
検
討
方
向
に
つ
い
て

議
論
を
深
め
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す

。

「
屋
久
島
の
価
値

と
科
学
の
役
割

」
を
テ
ー

マ
に

矢
原
徹
一

（
九
州
大
学
大
学
院

教
授

）
委
員
が
基
調
講
演
を
行

い

、

「
求
め
ら
れ
る
屋
久
島
・

期
待
さ
れ
る
調
査
研
究

」
と
題

し
て
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ

ッ
シ

ョ

ン
も
予
定
し
て
お
り
ま
す

。
屋

久
島
の
現
状
を
知
る
ま
た
と
な

い
機
会
で
す
の
で

、
フ
ォ
ー

ラ

ム
へ
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す

。

北部は、藩政期に標高６００ｍ以上にてヤクスギの
伐採（択伐）が行われており、現在も伐り株（土埋木）
が多く残されている。

この地域は、日当たりの悪い北向き斜面が多いの
で、下層植生の植被率が少ない。
北部における、暖温帯林（照葉樹優占林）から温帯

林（冷温帯林：ﾋﾒｼｬﾗ・ﾔﾏｸﾞﾙﾏ等落葉広葉樹林）へ
移行する標高は、おおむね、７００～８００ｍ前後であ
る。

なお、この地域は、山頂や尾根の風衝地に近づか
ない限り、顕著な風倒木は少ない。

平成21年6月5日
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ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
よ
う
に

可
憐
に
咲
い
て
い
ま
す

。

屋
久
島
の
山
岳
部
は
他
に
類

を
見
な
い
ほ
ど
人
為
的
な
ゴ
ミ

が
見
あ
た
り
ま
せ
ん
が

、
ご
く

一
部
の
登
山
者
に
は

、
テ

ィ
ッ

シ

ュ
等
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
人

も
い
ま
す

。
美
し
い
屋
久
島
の

生
態
系
の
保
護
の
た
め
に
も
ゴ

ミ
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

。

シャクナゲ開花の状況

屋久島高校清和館での閉会式の様子

鹿

児

島

県

高

校

総

体

山

岳

競

技

大

会

で

携

帯

ト

イ

レ

を

活

用

平
成
二
一
年
度
鹿
児
島
県
高

等
学
校
総
合
体
育
大
会
の
第
四

七
回
登
山
競
技
会
が
こ
こ
屋
久

島
で
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
す

。

同
競
技
大
会
へ
は
県
下
五
校

男
女
八
チ
ー

ム
が
参
加
し

、
山

岳
部
で
は
二
泊
三
日
の
競
技
が

行
わ
れ

、
そ
の
際

、
自
然
環
境

や
生
態
系
保
護
へ
の
関
心
を
生

徒
達
に
も

っ
て
も
ら
う
た
め

、

携
帯
ト
イ
レ
を
使
用
し

、
体
験

的
に
実
習
さ
せ
た
い
と
の
要
望

が
あ
り

、
携
帯
ト
イ
レ
等
を
提

供
し
た
と
こ
ろ
で
す

。

屋
久
島
高
校
で
は

、
昨
年
も

学
校
行
事
と
し
て
宮
之
浦
岳
登

山
を
行

っ
た
際

、
携
帯
ト
イ
レ

を
活
用
す
る
な
ど
地
元
か
ら
率

先
し
て
屋
久
島
世
界
自
然
遺
産

を
守

っ
て
い
く
姿
勢
が
強
く

、

学
校
教
育
か
ら
拡
が

っ
て
い
く

こ
と
は
と
て
も
意
義
あ
る
取
組

で
す

。
今
回

、
携
帯
ト
イ
レ
の

利
用
に
つ
い
て
参
加
者

(

生
徒

及
び
大
会
関
係
者

)

か
ら
は

、

既
設
ト
イ
レ
よ
り
キ
レ
イ
で
使

い
や
す
い
と
言

っ
た
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た

。

屋
久
島
山
岳
部
で
は
自
然
環

境

に

配

慮

し

た

携

帯

ト

イ

レ

ブ
ー

ス
の
設
置
を
積
極
的
に
進

め
て
お
り

、
登
山
者
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
よ
り
良
い
環
境
作
り

に
努
め
て
行
き
ま
し
ょ
う

。

＜プログラム＞
13:30開場
14:00開演/開会挨拶
14:10基調講演「屋久島
の価値と科学の役割」

14:50休憩
15:00報告「屋久島世界
遺産地域科学委員会
設置とその目的」

15:10ﾊﾟﾚﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ
「求められる屋久島、
期待される調査研究」

16:50閉会挨拶、閉会



２０年 ２１年
１日目 626 調査無し

２日目 601 調査無し

３日目 400 246
４日目 378 554
５日目 389 526
６日目 408 447
７日目 408 832
８日目 1,076 880
９日目 489 524

１０日目 225 335
合 計 5,000 4,344

注) Ｈ21年度 １日目・２日目は未調査

２０年 ２１年
１日目 615 212
２日目 498 185
３日目 287 256
４日目 461 308
５日目 186 396
６日目 337 641
７日目 445 676
８日目 658 277
９日目 417 170

１０日目 267 224
合 計 4,171 3,345

２０年 ２１年
１日目 600 336
２日目 623 577
３日目 535 542
４日目 504 685
５日目 340 956
６日目 576 863
７日目 822 760
８日目 1,009 311
９日目 610 372

１０日目 361 497
合 計 5,980 5,899

飛 行 機
（ Ｊ Ａ Ｃ ）

船
（高速船）

船
（フェリー）

合 計

２０年 ２１年 入込者数 2,560 8,476 2,389 13,425

１日目 4/27 4/27
２日目 4/28 4/28
３日目 4/29 4/29
４日目 4/30 4/30
５日目 5/1 5/1
６日目 5/2 5/2
７日目 5/3 5/3
８日目 5/4 5/4
９日目 5/5 5/5

１０日目 5/6 5/6

『洋上アルプスNO.17１号裏面』屋久島森林環境保全センター』

（屋久島山岳部利用対策協議会
調査による）縄文杉入り込み者調

査
４／２９～５／６

【ＧＷ期間中における屋久島自然休養林入林者数】

（4/27～5/6の
10日間）

【ＧＷ期間中における縄文杉登山者数】

【ＧＷ期間中の交通機関別入島者数】

Ｇ Ｗ 期 間 中 の
入 林 者 数 調 査 月日
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